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建協レクリエーション 
 

９月５日、恒例の建協レクリエーションがゴルフとボウリングにわかれ開催された。 

終了後、オホーツクビアファクトリーで表彰式と懇親会が行われた。 
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☆ゴルフの部成績                               （敬称略） 

優 勝 
木村 重光 

（ダイイチ） 
準優勝 

小泉 富裕 

（村井小泉建設） 
3 位 

加藤 竜平 

（時枝工業） 

 

☆ボウリングの部成績 

優 勝 
鈴木 理津子 

（小西工業） 
準優勝 

藤原 慎二 

（イガリ建設） 
3 位 

堀田 幸恵 

（小西工業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木村 重光 鈴木 理津子 
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建設産業交通事故防止集会 
 

9月 24日、令和８年工事繁忙期における建設産業交通事故防止集会並びに講演会

が北見地域職業訓練センターにおいて北見市長、北見警察署交通課長、北見市交通安

全協会専務理事を来賓に迎え開催された。優良運転者表彰のあと、参加者を代表して

富士大葵工業（北見管工事事業協同組合）の佐藤農夫雄氏が安全宣言文を参加者全員

で朗読し、交通安全を誓った。 

 

 

 

 
 

優良運転者表彰 

満１０年表彰                           （敬称略） 

橋本 隆一（時枝工業） 多賀  渉（時枝工業） 巻山 澄江（時枝工業） 飛内 隆之（北辰工業） 

杉谷 伸一（北辰工業） 山本 拓治（北辰工業） 加藤 広大（北辰工業）  

 

満１５年表彰 

塚田 政春（時枝工業） 村川 沙織（ホクカイ） 布施 秀純（ホクカイ） 土居 雅樹（北辰工業） 

 

満２０年以上表彰 

木村 勇太（小西工業） 佐藤 隆昭（三和工業） 上家 智沙衣（時枝工業） 羽柴 真由美（ホクカイ） 

須藤 綱也（北成建設） 池田 昌巳（村井小泉建設）   
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 9月の動向 
  

 

  

9月 28日   ９月理事会  終了 

 

 

 

 

▼NHK スペシャル「台湾海峡で“知られざる核危機”～ハルペリン文

書が明かす真実～」は、1958 年の第 2 次台湾海峡危機で、アメリカが

実際に核兵器の使用を検討し、核戦争寸前まで近づいていたことを、

機密解除された資料から描いた番組が放映された。▼従来は 1962 年

のキューバ危機が「核戦争寸前の最大の危機」とされてきたが、その

4 年前にも深刻な核危機が存在していた。それでは何が起きていたのか。1958年、中国共産党政

権の中国人民解放軍が、台湾側が支配していた金門島・馬祖島などへの砲撃を開始した。当時、

台湾には蒋介石率いる中華民国政府があり、アメリカは台湾防衛を支援していた。つまり、中国

本土 vs 台湾、その背後に中国・アメリカという対立が、軍事衝突に発展したのだ。▼当初は通

常兵器による戦闘だったが、アメリカ側では次第に、「通常兵器だけでは中国軍を止められない

のではないか」という考えが強くなっていく。恐ろしいのは「核使用」が現実的な選択肢になっ

たことである。その重要なのが、政治学者モートン・ハルペリンがまとめた約 600 ページの報告

書であった。そこには、当時の米軍内部で、「中国軍を撃退するために、核兵器を使う場合どう

するか」という具体的な検討が記録されていた。▼単なる机上の空論ではなく、どのような核兵

器を使うのか、どこを攻撃するのか、通常兵器でどこまで戦うのか、中国が反撃したらどうする

のか、ソ連が介入したらどうするのかといった、核戦争への具体的なシナリオまで検討されてい

たのだ。ではなぜ核使用に傾いていったのかここが一番重要なポイントだ。最初からアメリカが

「核を使おう」と考えていたわけではなかった。しかし、中国軍の攻撃に対し台湾を守らなけれ

ばならない。通常兵器では不十分かもしれない。もっと強力な兵器が必要。核兵器を使う選択肢

が浮上という形で、少しずつ核使用に近づいていったのだ。つまり核戦争は、最初から誰かが望

んで始めるものではなく、「相手を止めるためには、もう一段強い手段が必要だ」という判断を

積み重ねることで、現実の選択肢になってしまうという恐ろしさを番組は描いる。▼また中国だ

けでなく「ソ連」が問題だった。当時は冷戦の真っただ中。アメリカが中国本土を核攻撃すれば、

中国の後ろにいるソ連がどう反応するか分からない。最悪の場合、 世界規模の核戦争へ発展す

る可能性があった。だから台湾海峡の小さな島をめぐる戦闘が、実は米中だけの問題ではなく、

世界を核戦争に巻き込む危険性を持っていたのだ。そして「日本」も無関係ではなかった。▼こ

の危機で非常に重要なのが日本だ。アメリカ軍は当時、日本国内に大規模な基地を持っているた

め台湾海峡で戦争になれば、アメリカ軍は日本の基地を利用して作戦を展開することになる。つ

まり、台湾海峡で核戦争の危機、米軍が日本の基地を使用。日本も核戦争の当事国に近い立場に

なるという構図だ。つまり「日本も無関係ではなかった」とする理由だ。▼最終的には、アメリ
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カは核兵器の使用に踏み切らなかった。しかし重要なのは、「核戦争を避けることが当然だった」

のではなく、「核を使う可能性を本気で検討するところまで行っていた」ということだ。この経

験は、その後のアメリカの核戦略にも大きな意味を持つことになる。▼1962 年のキューバ危機

では、米ソが核戦争の瀬戸際に立ちましたが、実はその 4 年前にも同じような危険な構造が存在

していたわけだ。「核戦争は、狂気の指導者が突然ボタンを押すことで起きるのではない。軍事

的な合理性を一つずつ積み重ねた結果、気がつけば核使用が“合理的な選択肢”になってしま

う」という警告なのだ。だからこそ、現在の台湾海峡を考えるうえでも非常に重い意味を持って

いるといえる。▼当時と現在では軍事・政治状況が大きく違うが、「台湾をめぐる米中対立が、

どのようにエスカレートすれば核兵器の問題にまで行き着くのか」という構造を歴史から考え

させる内容であった。▼要するに、この番組は「台湾有事は危険だ」という単純な話ではなく、

台湾海峡の通常戦争が、意思決定の積み重ねによって核戦争へ転化してしまう危険性を、1958 年

の実例から警告した番組であった。                       （郷記）                   

 

 

Kensetsu News 
 

 

 

2026/09/04 国交省／ＩＣＴ導入補助拡充へ／２７年度予算で要求、復興期の建築現場も支援 

【建設工業新聞 09 月 04 日 1 面記事掲載】 

国土交通省は、地域建設業の災害対応力の強化や生産性向上につながるＩＣＴ機器の導入を補

助する「建設市場整備推進事業費補助金」の関連経費を２０２７年度予算の概算要求に盛り込ん

だ。従来は災害時の応急復旧段階でのＩＣＴ活用を前提としたが、復興段階の住宅建築現場での

取り組みも支援する方向で補助対象を拡充する。過去２回の交付申請時は予算額を上回る応募が

あった。業界側のニーズの高さを踏まえ、さらなる増額確保を目指す。   

 

 補助制度は２４年度補正予算で創設され、２５年度補正予算でも続けて措置された。各年度の

計上額は２４年度２億５０百万円、２５年度３億円。政府全体で「補正予算依存からの脱却」を

掲げる中、当初予算化を視野に制度継続への経費を要求した。   

 

 地域の建設業団体や個々の中小建設会社が行う防災訓練でＩＣＴ機器を導入する費用や、ＩＣ

Ｔ機器の研修の実施費用の２分の１を上限に補助する。復旧作業に複数社が交代で入る場合の円

滑な情報共有や、二次災害リスクの高い被災現場の安全確保などへの活用を想定。ＩＣＴ活用の

習熟度を高め、平常時の現場での生産性向上につなげる狙いもある。   

 

 過去２回より補助対象を拡充する予定。建設業団体・個社に限定せず、測量や設計、地質調査

など建設関連業の団体・個社が災害対応でＩＣＴを活用する場合も対象に加える。災害からの復

興を支える地域業界の体制構築に向け、復興段階の住宅建築現場でのＩＣＴ活用を想定した訓練

にも充てることを可能にする。   



Association of Kitami construction industry 
 

6 

 

 

 間接補助事業の方式を採用し、団体・個社からの補助申請を受け付ける民間の執行団体を選定

する。過去２回は全国建設業協会（全建、今井雅則会長）が執行団体となった。補助対象となる

業種の拡大を踏まえた執行団体の選定方法も別途検討する。 

 

 

Coffee Break   

 

仕事の手を休め、リフレッシュしては・・・（第 138 号） 

     

◆国語の問題 

 問題１ 次の□に漢字を一文字入れて熟語を完成しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

◆社会の問題 

問題 1 次の県庁所在地を答えなさ。 

 

  1.北海道の県庁所在地は  （札 幌） 

 

   2.岩手県の県庁所在地は  （盛 岡） 

 

   3.宮城県の県庁所在地は  （仙 台） 

 

   4.茨城県の県庁所在地は  （水 戸） 

 

   5.栃木県の県庁所在地は  （宇都宮） 

 

   6.群馬県の県庁所在地は  （前 橋） 

 

   7.埼玉県の県庁所在地は  （さいたま） 

 

 学    北    矜    人  

履 歴 代  腕 枕 木  維 持 参  珍 事 件 

 任    詞    病    柄  

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&qpvt=%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=9E88025BAC8B32D4819BA39267B7532BF6749C5D&selectedIndex=32&ccid=umVSY/U4&simid=607999836157510570&thid=OIP.Mba655263f538bbc86c6f6a75f8cd2aeco0
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   8.神奈川県の県庁所在地は （横 浜） 

 

   9.山梨県の県庁所在地は  （甲 府）   

 

10.愛知県の県庁所在地は （名古屋） 
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第 137 号の解答 

◆国語の問題 

 問題１ 次の□に漢字を一文字入れて熟語を完成しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆社会の問題 

問題 1 次の日本史の問いに答えなさ。 

 

 ①徳川 5 代将軍の名は？ 

（徳川綱吉・とくがわつなよし) 

   ②江戸幕府において将軍を補佐した役職といえば？譜代大名から 4,5 名選ばれた。 

（老 中） 

   ③江戸時代に整備された 5 つ街道(東海道,中山道 etc)の総称は？ 

（五街道） 

   ⑥徳川綱吉が出した動物の殺生禁止令は？ 

（生類憐みの令） 

   ⑦文治政治が定着した 17 世紀後半から 18 世紀前半までの文化は？ 

（元禄文化） 

   ⑧江戸時代に栄えた大坂は「天下の〇〇」と呼ばれたか？ 

（天下の台所） 

   ⑨儒学の一派で、江戸幕府が重宝した学問は？ 

（朱子学） 

 

 右    原    逆    絶  

小 脳 天  廃 油 圧  通 説 明  無 縁 側 

 波    田    得    故  


